
7月30日
2019年

入場無料事前申込不要

火
開場11：00

開演11：30

11：30～ 假屋崎省吾（Pf／お話）、ゲスト：レ・フレール（ピアノデュオ）
13：30～ PIVOT！（オペラユニット）
15：00～ 在日米陸軍軍楽隊相模グルーヴ

京王新線 初台駅東口直結東京オペラシティビル3F 問い合わせ：03-5353-0788

2019年7月30日（火）開場11：00 開演11：30

会　場：東京オペラシティコンサートホール：タケミツメモリアル

未就学児
入場可

観賞マナーを守って
ご鑑賞ください出演



◎曲目、出演者等は、変更になる場合がございますのでご了承ください。

●京王新線（都営地下鉄新宿線相互乗入れ）初台駅東口・・・徒歩5分以内
●小田急線参宮橋駅・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・徒歩約14分

●渋谷駅西口よりバス・・・約20分
京王バス〈渋64〉：東京オペラシティ南または東京オペラシティ下車
京王バス〈渋61〉〈渋63〉〈渋66〉/都営バス〈渋66〉：東京オペラシティ南下車

交通の
ご案内

音楽の「たまて箱」2020年7月30日（木）、31日（金）開催決定！

PIVOT ! (ピボット) 

PIVOT !とは、新国立劇場オペラ研修所修了生のオペラユニット。
PIVOTという言葉には｢方向転換｣「中心･要(かなめ)」という意味があります。メンバーは、いつもはオペラのアリアや重唱を中心にしていますが、ミュージ
カル、日本唱歌、果ては歌謡曲や童謡とどんな曲でも歌います。研修所時代に、授業でクラシックバレエを始め、演劇やマイムなど身体表現の勉強もし、
歌の世界で”かなめ”になる”なんでもやる”精神でジャンルを問わず幅広く活躍している。
活動は新国立劇場のレストランで月一回のコンサートをしている。

飯塚茉莉子（Sop）
Mariko Iizuka

林よう子（Sop）
Yoko Hayashi

藤井麻美（Mez）
Asami Fujii

伊藤達人（Ten）
Tatsundo Ito

小林啓倫（Bar）
Hiromichi Kobayashi

山田大智（B‒Bar）
Taichi Yamada

高田絢子（Pf）
Ayako Takada

「短い時間ですが、オペラってなあに？オペラの声って？というお客様の疑問符が、最後に｢オペラ観
に行こうかな…｣となるよう、楽しいお話、人間の声という生の楽器の迫力を是非ともお楽しみ下さい。」

　演奏予定曲目　
・モーツァルト：歌劇「コジ・ファン・トゥッテ」より
・プッチーニ：歌劇「トゥーランドット」より 他

華道家。Kariyazaki Flower Professional Education School
主宰。美輪明宏氏より｢美をつむぎ出す手を持つ人｣と評され、着物、
ガラス器、装飾品などのデザイン・プロデュースもおこなう。女子
美術大学・特別招聘教授、フランス観光親善大使、オランダチュー
リップ大使などを務め、花と建物のコラボレートとなる個展“歴史
的建築物に挑む”を開催。今秋は茨城県・笠間稲荷神社「第三
回 假屋崎 省吾の世界展」10/19(土)～10/30(水)開催。華道歴
35周年・還暦を迎え益々活躍の場を広げている。華道歴35周年
＆還暦記念本 「花の道～My Life with Flowers～」も好評発売中！

假屋崎 省吾 Shogo Kariyazaki

東京音楽大学ピアノ演奏家コースを経て、同大学院修了。
在学中特待奨学生。第14回コンセールマロニエ21第1位
他入賞多数。活発なソロ活動の他、多くのジャンルのアー
ティストと共演を重ね注目を集めている。

［共演］小瀧俊治 Toshiharu Kotaki

2002年より活動する斎藤守也と斎藤圭土の兄弟によるピアノ
デュオ。ともにルクセンブルク国立音楽学校に留学し、ガー
リー・ミューラーに師事してクラシック・ピアノを学んだ後、二人
で“キャルトマンスタイル”と呼ばれる独創的なピアノ奏法と
楽曲スタイルを確立。作曲家・ピアニストとして、それぞれソロ
でも活動。子供のための音楽支援活動も展開している。

［ゲスト］レ・フレール Les Frères

　演奏予定曲目　
・ランゲ：花の歌 op.39
・ベートーヴェン：4手ピアノのためのソナタ ニ長調 op.6
・モーツァルト／グリーグ：ピアノソナタ第16番 ハ長調 K545（2台ピアノ編）他

 在日米陸軍軍楽隊 相模グルーヴ U.S.Army Japan Band -Sagami groove

　演奏予定曲目　
・ロジャース：マイ・フェイヴァリット・シングス
・ジェローム・カーン／ドロシー・フィールズ作詞：今宵の君は
・ボブ・マーリー：Is this Love 他

在日米陸軍軍楽隊は1941年にノースキャロライナ州キャンプデービスにおいて第96沿岸砲軍楽隊として初めて編成され、後に第296軍楽隊として
再編された。現在は正式名称を「在日米陸軍軍楽隊」として神奈川県キャンプ座間に拠点を置いて演奏活動を続けている。日米公式行事や広報活動に
おいて様々な音楽の演奏活動を常に行っており、その活動範囲はキャンプ座間周辺に留まらず
日本全国に広がっている。過去には、武道館での「自衛隊音楽まつり」や「呉みなと祭り」、「仙台七夕
まつり」、「さっぽろ雪まつり」などでの演奏を行った。
在日米陸軍軍楽隊は総勢約40名の隊員が複数のグループに分かれて活動しており、行進曲や
ブロードウェイのヒット曲、ポップス、クラシックに日本の曲など幅広いジャンルの音楽を演奏している。
また、日本全国の日米公式行事や軍式典などにおいて活躍している。
その多彩な音楽性は、隊員たちの多様な背景・教育・経験から成り立っているもので、隊員の多く
は大学での学位を持ち、中には入隊前に音楽の指導者やフリーランスでプロのミュージシャンをして
いた隊員もいる。


